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葛
文
綺

著

中
国
人
留
学
生

・
研
修
生
の

異
文
化
適
応

〈漢
水
社

・
二
〇
〇
七
年

二
月

・
一
四
三
頁
〉

異

文
化

間

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
は
難

し

い
。

「
同
文

同
種

」

の
幻
想

を

互

い
に
近

代

の

一
時
期

に
抱

い
た

こ
と

が
あ

る
か

ら
、

よ

り
難

し

い
。

さ

ら

に
、

そ

の
相
手

が
世

界

の

中

心

に
君

臨

し

た
歴
史

と
、

そ

こ
か

ら
転

落

し
た
歴

史

を
持

ち
、
互

い
に
課

い
あ

っ
た
歴

史

を
持

つ
た

め
、

優
越

感
や

劣
等

感
だ

け

で

な
く
無

用

の
歴

史

意
識

が

つ
き

ま
と

い
、

さ

ら

に
難

し

い
。

著

者

は

一
九

七

〇
年

上
海

に
生

ま
れ

、
九

一
年

来

日

、

そ

の
後
横

浜
市

立
大

学

・
名

古

屋

大
学

大

学
院

で
研
鐙

を
積

み
、

現
在
宇

部

フ

ロ

ン
テ

ィ
ア
大

学

で
助
手

に

つ
い
て

い
る

元
中

国

人

留
学

生

で
あ

る
。

本
書

は

「
日
本

で
過

ご

し

た

一
六

年
間

の
生

活

を
総
ま

と
め

し

た
も

の
」

で

あ

る
と

い
う
。

そ
し

て
本

書

は
、

著

者

の

博

士

論

文

が

元

に
な

っ
て

い

る
。

本
書

の
概

要

は
、
目
次

で
示

す
と

以
下

の
通
り
。

第

一
章

序
論
ー
研
究
の
理
論
的
背
景

第
二
章

中
国
人
留
学
生
の
異
文
化
適
応

第
三
章

留
学
後
に
お
け
る
対
ホ
ス
ト
国

イ
メ
ー
ジ
の
変
化
に
関
す
る
研
究

-

中
国
人
留
学
生
と
日
本
人
留
学
生

と
の
比
較
を
通
し
て

第
四
章

中
国
人
研
修
生
の
対
日
イ
メ
ー

ジ
お
よ
び
適
応
に
影
響
を
与
え
る
個

人
属
性

第
五
章

総
合
的
考
察

著
書
は
、
中
国
人
留
学
生
は
総
体
と
し
て

年
齢
層
が
高
く
、
経
済
的
な
困
難
さ
や
ア
ル

バ
イ
ト
先
で
の
差
別
体
験
、
さ
ら
に
日
本
の

文
化
や
日
本
そ
の
も
の
と
は
無
関
係
な
留
学

動
機
に
加
え
、
歴
史
問
題
も
、
日
本

へ
の
適

応
に
影
響
を
与
え
る
要
因
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
ま
た
研
修
生
の
場
合
は
、
留
学
生
以
上

に
日
本
語
能
力
に
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
が
対

人
関
係
の
希
薄
さ
に
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
留

学
生
よ
り
低
学
歴
、
貧
困
地
区
出
身
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
留
学
生
よ
り
格
段
厳
し
い
状

態
に
お
か
れ
て
い
る
。

著
者
の
研
究
は
先
行
研
究
を
土
台
に
、
ア

ン
ケ

ー

ト

調

査

と

聞

き

取

り
調

査

を

併

用

し
、

社
会

調
査

の
基
本

を

手
順

通
り

に
進

め

て

い
る
。

そ

の
デ

ー
タ

は
統

計
表

で
示

さ
れ

計

量
分

析

が
加

え

ら
れ

て
、
客
観

性

を
高

め

て

い
る
。

ま
た

、
調
査

対
象

と

の
や

り
と

り

か
ら
、
個

々
人

の
顔

が
浮

か
ん

で
く

る
。
社
会

科

学

に
お

い
て
、
時
折

見

ら
れ

る
類
型

化

に

よ

る
非

人
間

化

の
危
険

に
陥

ら

な

い
努

力

で

あ
ろ

う
。

さ
ら

に
、
中

国
留

学

に
お

け

る
日

本

人

の
中

国
理
解

、
異

文
化

適
応

の
問

題

も

扱

い
、
示
唆

に
富

ん
だ
研

究

と
な

っ
て

い
る
。

と
ま

れ
、

地
方
都

市

は

も
ち

ろ
ん
農

村

で

も
中

国

人
留

学
生

・
研
修

生

が
珍

し

く
な

い

現
在

の
日
本

で
、
彼

ら

の

一
部

が

と

き

お
り

悲
劇

的

な
事
件

を
起

こ
す

こ
と
が

し
ば

し
ば

報

じ
ら

れ

る
が
、
本

研
究

は
異

文
化

適
応

の

視
点

か

ら
そ

う
し

た
現
状

を

理
解

す

る
上

で

有

益

な
視

座

を
与

え

て
く
れ

る

の
で

は
な

い

だ

ろ
う

か
。

日
本

語
表

現

も
、

ほ

と
ん

ど
違

和

感

は
な

か

っ
た
。

ひ
と

つ
注

文

を
付

け
れ

ば

、
中

国

人
留

学
生

・
研
修

生

の
非

ア
ジ

ア

世

界

に

お
け

る
異
文
化

適
応

に

つ
い

て
、

著

者

の
見
解

を

お
聞

き

し
た

い
と

思
う

。

(三
好

章

)
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